
コップ内の蒸留水重量を3回測定し，1g=1mlと換算し
て平均流量を計測した。
【結果】
大気圧，加圧，プラトー，減圧，大気圧①，大
気圧②では各々，2.50ml，2.41ml，2.49ml，2.64ml，
2.53ml，2.54mlであり，大気圧，プラトー，大気圧①，
大気圧②はシリンジポンプ機器精度範囲内の結果で
あった。しかし，加圧時においては誤差-3.47%と範
囲外低値を示し，減圧時では，誤差+5.47%と範囲外
高値であった。実験開始から終了まで全体の誤差は
+0.93%であった。
【考察】
SS型の結果と我々の先行研究において報告した35
型と比較すると2），両結果とも加圧時では範囲外低値，
減圧時では範囲外高値を示した。2つのポンプの流量
誤差を比較するとSS型の方が小さい結果となり，ポン
プ性能が向上した可能性が考えられる。また，堂籠ら
の2.0ATAにおける過去の研究報告においても3），同
傾向の特徴であった（図1）。さらに，ガスケット部の
気体変化が流量誤差を生むことや4），高気圧下ではシ
リンジサイズが大きい方が，気圧変動により影響を受
けやすいことから1），高気圧下での流量誤差は治療圧
力とシリンジサイズが影響していると考えられる。
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新型シリンジポンプにおける高気圧下での
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【背景】
高気圧酸素治療下で精密機器を持ち込むことは，

「所定の機能と安全性を備え，かつ，気圧変動に対
応できる精度が保障されていなければならない」と高
気圧酸素治療安全基準第26条によって記されている。
我々は以前本学会において，シリンジポンプ35型にお
ける流量特性報告をした1）。2016年3月より，本学の
シリンジポンプ更新に伴い，全台テルモ社製シリンジ
ポンプSS型TE-SS800（以下SS型）へ移行した。シ
リンジポンプSS型の高気圧下での流量特性の報告は
存在しないのが現状である。
【目的】
テルモ社製シリンジポンプSS型の高気圧下での流
量特性を計測した。
【方法】
SS型3台を用いて，当院第2種高気圧酸素治療
装置を使用し，実験用HBO table 0.15MPa（≒
2.5ATA）15分加圧・15分プラトー・15分減圧・15分大
気圧①・15分大気圧②を作成した。流速を10ml/hと
し，50mlシリンジにおいて大気圧下と高気圧下で蒸留
水の流量を実測した。トランペットカーブ，スタートアッ
プカーブによる誤差を防ぐため，測定の1時間前から
シリンジポンプの動作を開始し，全ての測定が終了す
るまで連続して動作させた。蒸発防止目的のラップで
密閉した紙コップを流出先とし，大気圧下で高精度電
子天びんRJ-3200（新光電子株式会社製）を用いて紙

図1　TE-3121Cと35型 TE-351Q， SS 型 TE-SS800との比較
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